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宮城県大崎市鳴子温泉鬼首地区
の、朝霧に包まれた中山間地の田園
風景です。過酷な競争原理や非情な
市場原理を越えて豊かな地域をつく
っていくことを目的として、2006年
から活動しているNPO（非営利組
織）法人「鳴子の米プロジェクト」
を題材にしたテレビドラマでも放映
された地域です。ここは、冷涼な気
候で日照時間も短く、米づくりには
厳しい環境です。このプロジェクト
には、中山間地を地域の力で支える
ことで、観光地・鳴子の美しい田園
風景を耕作放棄地の増加による荒廃
から守りたいという地域住民の願い
が込められています。国の農政は大
規模化、集約化へと進んでいますが、
地域全体が応援団になって農業を守
っていけば、小規模農家の多い鳴子
温泉地域で、次の世代も安心して暮
らしていけるようになることを願っ
て活動が続けられています。

(水田作研究領域　土屋一成）

巻頭

畜産飼料作研究領域長

押部明徳
OSHIBE, Akinori

表紙の言葉
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震災からの1年間

《深刻さは、後で気づく》

もうすこしで東日本大震災発生から１年になります。あの地震の２日前の昼前に宮
城県が震源の地震があり、盛岡でも大きな揺れを感じました。その時、思い浮かんだ
事は「80%の確率で三陸沖地震が起きるのは10年以内？いや、30年だったかな？」。ま
さか、２日後にあの巨大な地震が起きることなど全く想像できませんでした。３月11
日の激しい揺れの後、余震が続く庁舎の外に集まった職員の誰かが、ワンセグの画面
を見ながら「津波、津波！」と叫んだのを聞いた時、沿岸で２万人近い人と、その生
活が押し流されていることなど全く想像できませんでした。停電でTVも携帯もヒータ
ーも沈黙してしまった夜に、ラジオで「福島県で原発が停止・・」を聴いた時に、そ
こからの放射性物質で、１年経っても、被害がどこまで拡がるのか、被害額が何兆円
になるのか算定できないほど大きくなることなど想像できませんでした。

《その後、畜産業に起きたこと》

地震と津波、その後に起きた電気や油の供給の途絶によって、岩手県、宮城県、福
島県の３県だけで6,500頭以上の家畜と17万羽以上の家禽が死亡し、約14,000トンの生
乳が廃棄されました。太平洋岸の飼料工場と港が被災して、流通飼料の供給が止まり
ました。
東京電力福島第一原発から飛散した放射性物質によって、５月に福島県と近県に

「牧草の利用と放牧の自粛要請」が出されました。さらに、７月には、牛肉から暫定基
準値を超える放射性物質が検出されたことに端を発して、汚染された稲わらの全国的
な流通が問題になり、福島県に成牛の出荷制限指示が出されました。８月には栃木県、
宮城県、岩手県にも同じ指示が出され、１ヶ月後の解除まで、その地域の畜産農家は
出荷ができず、関連業界も、事業の縮小や停止を余儀なくされました。その後、東北
地域の複数の県で牛の出荷検査のルールが示され、と殺時に肉を採取してセシウム濃
度を検査する全頭検査などは現在も続いています。出荷制限解除後も繁殖農家、家畜
市場、肥育農家の間の牛の動きが停滞しており、東北６県の家畜市場の取引量と価格
は震災前には戻っていません。夏作の飼料作物のトウモロコシなども暫定基準値以下
であることが明らかになるまで利用できず、盛岡市で放射性物質の測定が完了し、使
用できるようになったのは昨年の11月に入ってからでした。基準値以上の放射性物質
が検出された粗飼料や堆肥は区別して保管されていますが、どう処理するのかはまだ
決まっていません。
震災後の畜産業では「予想はしていたけれど、こんなにひどくなることは想像でき

なかった」、或いは「想定外」の出来事が沢山起こりました。過去例の把握が充分でな
かったことや、想定そのものをしなかったことが反省されます。予想外の出来事が起
きた後の行動が、bestだったのか、betterだったのか、それ以外に選択肢がなかったの
かの評価は時間が経たないとできません。予知は難しいのでしょうが、この地震と同
じ規模の地震は国内のどこかで必ず起きるでしょう。もう一度、国内で原発事故が起
きることはないと信じますが、アジアや中東の核施設で事故や事件が起きる可能性は
ゼロではないでしょう。この震災後の行動を正確に残し、将来への教訓にする必要が
あります。

《被災地域で求められるものは》

災害直後の緊急時に求められるものは、電気、水、飼料などの生産材そのものでし
た。その供給が再開されて、復興を目指す時期には、例えば、耐塩性に優れる牧草品
種の利用や、小規模な放牧による耕作放棄地の活用などの平常時の畜産研究の成果や
その組み合わせが役立ちます。被災県では復興期の後は、震災前以上に発展させる発
展期としています。その時期には、畜産を組み込んだ地域複合型農業が重要な要素の
ひとつになると考えられます。
岩手県沿岸の大きな町や集落では、新築・再開したショッピングセンターや新築住

宅も見られるようになりました。しかし、小さな集落の使用方法が決まらない地域は、
建物の土台だけが残る更地のままです。そんな所で羊の放牧を行い、美しい景観によ
って住民交流とまちづくりを目指す動きもあります。畜産はそんな場面でも役に立て
るかもしれません。水墨画のような光景の鬼首地区



東北地域は全国のソバ作付面積の
30％近くをしめる重要なソバ産地です。

ソバは、種まきから収穫まで70日くらいの生長の早い作物で、
その実は栄養豊富なことが知られています。おなじみの麺の
ほか、菓子類やお茶、スプラウトなどにも利用されています。
とても日本的な食材に感じられるため、自給率が約20％と低
いことは案外知られていないのではないでしょうか。国の計
画ではソバの生産量を今後10年で２倍に増やすとしており、
栽培技術の向上とともに、収量・品質の良い新品種の育成が
求められています。東北地域では、単位面積あたりのソバの
収量が長年にわたり全国平均の70％程度にとどまっていま
す。そこで東北農業研究センターでは初めての育成品種「に
じゆたか」を2011年に発表し、普及を始めたところです。

《新品種「にじゆたか」の特徴と栽培方法》

「にじゆたか」は、2001年度に「葛生在来」と「戸隠在来」
を交配し、その子孫から特性の優れるものを選ぶことによっ
て育成されました。特徴は、①草丈は高めだが倒れにくい
（写真１）、②実が大きく粒揃いが良い（写真２、図１）、③そ
ば粉に甘みがあり美味しい、というものです。収量は東北農
業研究センターで５年間調べた平均値では標準品種「階上早
生」をやや上回り、その他各地で多収の成績をおさめました
（図２）。実が大きく粒揃いが良いので、収穫後調整から製粉

《日本と東北のソバ事情》

2

倒れにくく栽培しやすい大粒の
ソバ新品種「にじゆたか」

加工までの工程で歩留まりがよいことも利点にあげられます。
「にじゆたか」は夏まき・秋収穫用の品種です。倒れにく

い品種ですが、播種量や施肥量が多すぎると倒れやすくなる
ので注意する必要があります。実が良く充実して収量が上が
るよう、草丈120cmくらいに育てます。ソバは湿害を受けや
すい作物なので、畑の条件に合わせた排水対策と畝たて栽培
技術の活用などによる被害回避も大切です。また、「にじゆ
たか」は遅まきすると収量が低下するため、岩手県平野部の
場合では遅くとも８月５日までを目途に播種します。
「にじゆたか」は2011年３月の東日本大震災からの復興を

願う意味を込めて命名されました。「夢と希望と豊かさ」を
運び、ソバの生産振興に役立つことを願ってやみません。

1
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畑作園芸研究領域

由比真美子
YUI, Mamiko

写真１／「にじゆたか」と「階上早生」の倒れ方の違い
（2010年9月6日、東北農研センター圃場、「にじゆたか」の草丈は約130cm）

図１／ふるい分けされたソバの実の大きさ別割合
2009～2010年産玄ソバの平均成績、数値はふるい目の大きさ（mm）
「にじゆたか」は4.7mmより大きい実で全体の75％を超える

図２／「にじゆたか」の収量成績（標準品種＝100として比較）
標準品種：「階上早生」（青森、秋田）、「岩手早生」（岩手）、「最上早生」（山形）、

「信濃1号」（長野）、「常陸秋そば」（茨城、鹿児島）
その他品種：「階上早生」（岩手、長野）、「でわかおり（山形）、「信濃1号」（茨城）、

「鹿屋在来」（鹿児島）写真２／「にじゆたか」と「階上早生」の子実

にじゆたか

階上早生



東北地域ではめん用小麦の「キタカ
ミコムギ」が菓子用として使われてい
ますが、蛋白含量の少ない割に、グル

テンの力が強く、必ずしも菓子原料として優れているわけで
はありません。そこで、東北・北陸地域向けに弱い生地特性
を持つ薄力小麦として改良した菓子用品種「ゆきはるか」
（旧系統名　東北224号）を育成しました。「ゆきはるか」は
日本で初めて育成された菓子専用品種です。

《「ゆきはるか」の生い立ちと特徴》

「ゆきはるか」は「東山30号」を母、「関東117号」を父と
して人工交配を行い、以後13年間、選抜と固定を繰り返し育
成した品種です。「東山30号」は後に「キヌヒメ」として品
種登録された麺用系統で、秋播性で早生種です。「関東117号」
は後に「きぬあずま」として品種登録された麺用系統で、多
収性です。
「ゆきはるか」は「キタカミコムギ」と比較すると蛋白含

量は同程度ですが、グルテンの力が弱く、このためスポンジ
ケーキにすると膨らみが良く食感も優れています（図）。「ゆ
きはるか」の成熟期は東北地域の基準でやや早生で、穂数が
多く、「キタカミコムギ」より10％多収です（図、表）。赤か

び病抵抗性は中程度
ですが、穂発芽性は
やや難で、縞萎縮病
にやや強く「キタカ
ミコムギ」より優れ
ています（表）。秋
播性は東北・北陸に
適するⅣです。耐寒
性はやや強いですが、耐雪性は東北地域の基準でやや弱く、
栽培適地は冬期間の連続積雪日数（根雪期間）が80日以下の
地域になります。

《「ゆきはるか」に託す願い》

「ゆきはるか」は平成23年に品種登録を出願しました。奨
励品種には採用されていませんが、岩手県を中心に試験栽培
と加工業者による品質評価が行われています（写真）。栽培
希望者には農研機構東北農業研究センターから有償で種子を
分譲していますが、栽培に当たっては事前に地元のJAや普
及センターに相談して下さい。
「ゆきはるか」の漢字表記は「雪晴香」で、「雪」は積雪

地帯である東北・北陸の気候に適することを表し、「晴香」
は厳しい冬を乗り越えたのち、晴れ渡った青空の下で豊かな
恵みがもたらされ、香り高いお菓子が消費者の元に届けられ
ることを願って名付けられました。

畑作園芸研究領域

中村和弘
NAKAMURA, Kazuhiro
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日本で初めて育成された菓子専用小麦
新品種「ゆきはるか」

写真／「ゆきはるか」の粉を使用した試作品

品　種　名

ゆきはるか
キタカミコムギ

Ⅳ
Ⅴ

7／2
7／8

90
98

647
551

798
813

中中
中上-中中

やや強
やや弱

やや弱
やや弱

やや強
中

やや強
中

中
中

やや難
やや易

秋播
性

成熟期
月／日

稈長
cm

穂数
本／㎡

容積重
g／1

外観
品質

耐倒
伏性

穂発
芽性

耐寒性 耐雪性
耐病性

縞萎縮 赤かび

表／「ゆきはるか」の生育特性

注）平成17～21年度平均、東北農業研究センター水田圃場産。外観品質は上上～下下の９段階評価。

キ
タ
カ
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コ
ム
ギ

ゆ
き
は
る
か

図／「ゆきはるか」の収量とスポンジケーキ
比容積



穂発芽しにくく、グルテンの質が強靱な
超強力小麦新品種「銀河のちから」

4

畑作園芸研究領域

伊藤裕之
ITO, Hiroyuki

現在、東北地域ではパン・中華麺用と
して「ナンブコムギ」と「ゆきちから」
が使われていますが、これらの品種はグ

ルテンの強さが十分ではなく、また、それぞれ小麦縞萎縮病
に弱い、穂発芽耐性がないという短所を持っています。そこ
で、東北・北陸地域向けに病害や障害に強く、グルテンを強
化したパン・中華麺用品種「銀河のちから」を育成しました。
「銀河のちから」は1996年５月に、穂発芽しにくくて縞萎

縮病に強く、製めん適性の優れた「盛系C-138（後の東北209
号）」を母とし、縞萎縮病に強く、製パン適性の優れた「東
北205号（後のハルイブキ）」を父とする人工交配から育成さ
れた小麦です（写真１）。

《「銀河のちから」の加工適性および栽培特性》

「銀河のちから」は蛋白質の組成を改善した結果、グルテ
ンの質が一般の強力小麦より強靱な「超強力」小麦です。そ
のため、「銀河のちから」で作ったパン生地は強靱な反面、
伸展性に欠け、製パン適性は「ゆきちから」よりやや良い程
度です。「銀河のちから」の加工適性は他の品種にブレンド
することで発揮されます。例えば「ナンブコムギ」とブレン
ドすることにより、製パン適性が大きく向上します（写真２）。
また、粉の色相が良いため、中華麺原料にも適しています。 
「ゆきちから」と比較すると成熟期はやや遅いですが、稈

長はやや短く、倒伏し難くなっています。穂発芽性は改善さ
れ、縞萎縮病には強く、赤かび病抵抗性は中程度です。収量
性は「ゆきちから」と同程度ですが、容積重は大きく、粒の
外観品質が優れています。秋播性は東北・北陸に適するⅣで
す。耐寒性はやや強いですが、耐雪性は東北地域の基準でや
や弱く、栽培適地は冬期間の連続積雪日数（根雪期間）が80
日以下の地域になります（表）。   
品種の名前はパン・中華めん用小麦としてグルテンが強靱

な特性を表すとともに、新品種が広く知れ渡るように願いを
込めました。
現在、岩手県を中心に試験栽培と加工業者による品質評価

が行われています。栽培希望者には農研機構東北農業研究セ
ンターから有償で種子を分譲していますが、栽培に当たって
は事前に地元のJAや普及センターに相談して下さい。
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写真１／「銀河のちから」成熟期の様子

品　種　名

銀河のちから
ゆきちから
ナンブコムギ

Ⅳ
Ⅴ
Ⅴ

7／5
7／3
7／2

88
93
100

565
634
551

54.0
52.9
40.2

830
811
817

中中
中下～下上
下上

やや強
強
強

やや弱
やや強
やや強

強
やや強
弱

難
中
難

強
強
弱

中
やや弱
中

秋播
性

成熟期
月／日

稈長
cm

穂数
本／㎡

容積重
g／1

収量
kg／a

外観
品質

耐倒
伏性

穂発
芽性

耐寒性 耐雪性
耐病性

縞萎縮 赤かび

表／「銀河のちから」の栽培特性

注）平成15～21年度平均、東北農業研究センター水田圃場産。

写真２／「銀河のちから」と「ナンブコムギ」のブレンドによる製パン適性の向上

銀河のちから 銀河のちから50%
ナンブコムギ50％ ナンブコムギ



香辛野菜として料理に欠かせないニ
ンニクですが、その収穫は年１回のみ

で、主産地の青森県では７月初め頃に行われます。収穫され
たニンニクは３～４週間乾燥後に貯蔵され、これを計画的に
出荷することで周年供給が行われます。ニンニクは常温で貯
蔵すると、収穫後２か月ほどで芽や根の伸長が始まり、商品
価値が徐々に低下します。これを回避するため、以前は萌芽
抑制剤が利用されていましたが、剤の農薬登録が失効した平
成14年以降は、芽や根の伸長と凍結の両方を回避できる氷点
下条件（約－２℃）での貯蔵が一般的になりました。

《新たな障害「くぼみ症」》

周年供給システムに氷点下貯蔵が導入されてから、写真のよ
うにりん片表面が陥没する、「くぼみ症」と呼ばれる障害がみ
られるようになりました。ニンニクは主に外皮で覆われたりん
茎の状態で出荷されるため、出荷段階でくぼみ症を判別するこ
とは難しく、品質の低いニ
ンニクが流通してしまう恐
れがあります。そこで、私
たちは高品質な国産ニンニ
クの安定供給を目指して、
くぼみ症の原因解明に取り
組みました。

《乾燥と貯蔵、両方の条件が影響する》

図１に示すように、収穫後、２種類の条件で乾燥したニン
ニクりん茎を０℃、－２℃、－３℃で貯蔵したところ、３か月
程度の貯蔵ではくぼみ症は発生しませんでしたが、貯蔵期間
がそれより長くなると、貯蔵温度が低いほど多くの発生がみ

《ニンニクの周年供給のしくみ》

られました。また、くぼみ症の発生はテンパリング乾燥区
（昼間は約34℃加温・通風、夜間は無加温・通風条件での乾
燥）に比べて33℃連続乾燥区で多く（図１）、くぼみ症状が
現れる何か月も前の乾燥条件が発生に大きく影響することが
わかりました。

《くぼみ症の発生を助長する乾燥条件》

根や芽の伸長を回避できる現行の貯蔵条件（約－２℃）では、
貯蔵前の乾燥条件が貯蔵後の品質に大きく影響する可能性が示
されたことから、複数のニンニク生産農家について、その乾燥
条件と－２℃貯蔵後のくぼみ症の発生を調査しました。その結
果、乾燥中の平均
温度が31℃以上の
場合、貯蔵後にく
ぼみ症が発生しや
すくなることがわ
かりました（図
２）。夜間に加温
しないテンパリン
グ乾燥の平均温度
は31℃以下で、く
ぼみ症の発生はみ
られませんでした
（図２）。

《今後の展開》

ニンニクの生産現場では連続的な加温・通風による乾燥が
一般的ですが、このような乾燥は－２℃貯蔵の場合にはくぼ
み症の発生につながる恐れがあることがわかりました。私た
ちは、－２℃貯蔵に対応した乾燥法として、くぼみ症の回避
に有効なテンパリング乾燥を有望視しています。今後は、テ
ンパリング乾燥がくぼみ症以外の品質や乾燥コストに及ぼす
影響を調査し、その実用性を明らかにする予定です。

く
ぼ
み
症
発
生
率
（
％
）

畑作園芸研究領域

山崎博子
YAMAZAKI, Hiroko
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貯蔵ニンニクにみられる障害
「くぼみ症」の発生条件を解明

写真／くぼみ症りん片

図1／乾燥および貯蔵条件がくぼみ症の発生に及ぼす影響
7月上旬、収穫→28日間乾燥→貯蔵→定期的に出庫→15℃で4週間保管→品質調査。
0℃、-2℃貯蔵は2009年産、-3℃貯蔵は2010年産ニンニクでの試験結果。
テンパリング乾燥：昼間は約34℃加温・通風、夜間は無加温・通風条件で乾燥。

く
ぼ
み
症
発
生
率
（
％
）

図2／実用規模の乾燥における平均温度と
くぼみ症発生率との関係

収穫→乾燥→約7か月間-2℃で貯蔵→出庫→15℃
で4週間保管→品質調査。
試験は2005～2010年に実施。テンパリング乾
燥は青森産技センター野菜研で実施。



寒締めホウレンソウに代表される寒
締め栽培は、冬の寒さを利用して施設

栽培の葉菜類（ホウレンソウ、コマツナなど）の糖度や栄養
価を高める栽培法です。これは東北農業研究センターで確立
してきた栽培技術で、その後の研究から、根を冷やすだけで
も糖度を十分高くできることもわかっています。最近、この
技術をトマトにも応用できることがわかり、甘くておいしい
トマトができるようになりました。

《根を冷やすとトマトが甘くなる》

トマトの水耕栽培において、第一花房開花開始後に、根が
12℃前後となるように養液を冷却すると、根の温度が20℃の
場合と比べて果実の糖度が上昇します（図１A）。このトマ
ト果実の糖度の上昇は主としてブドウ糖と果糖の蓄積による
ものです。このとき、葉にはデンプン、ブドウ糖、果糖が蓄
積しています。この根域冷却効果は冬作で特に著しいため、
地上部と根の温度差が原因というわけではありません（図
１）。また水ストレスは夏の方が強いため、根域冷却効果と
直接の関係はないようです。塩ストレスもトマトの糖度が上
がることが知られており、その場合は酸度も上がり、果実が
小さくなり、収量も低下します。これに対し根を冷やした場
合、酸度はほとんど上昇せず（図１B）、果実はほとんど小
さくならず、収量もあまり低下しません。どうも甘くなるメ
カニズムもやや異なるようです。このように根を冷やすこと
で、甘いだけでなく、品質の高いトマトになります。

《寒締めを応用》

《湧き水で冷やせば安上がり》

根域冷却のための水耕栽培システムはそれ程特別なもので
はありません。基本的には一般的な水耕栽培法の一種、
NFT（薄膜水耕）です（図２）。違う点は養液の流路が断熱
材で覆われていることと、養液冷却槽（熱交換槽）があるこ
とです（図２B）。養液冷却槽の中の熱交換コイル内に冷却
水（10℃前後）を流します。冷却水は冷却装置で作ることも
できます。しかし、冷たい地下水や湧き水があれば、それを
冷却水として、あまりコストをかけずに、甘くておいしいト
マトの生産ができます。東北地域、特に中山間地域では10℃
前後の地下水や湧水が豊富に得られますので、東北地域に打
って付けの技術といえるでしょう。
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根を冷やしてトマトを甘くする

生産基盤研究領域

鈴木健策
SUZUKI, Kensaku

糖
度

酸
度

図１／トマト果実の糖度（Brix）（A）と酸度（B）に及ぼす根域冷却の影響
（2008年の例）。 図２／根域冷却システム（Aは2007年9月3日撮影）

（A）

（B）
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生産基盤研究領域

小綿寿志
KOWATA, Hisashi

ナタネ油によるエネルギー自給の実現に
必要な､ナタネ栽培面積を推計するモデル

トラクタやコンバインに代表される農業
機械のほとんどはディーゼルエンジンで動

いていて、その燃料は軽油です。ディーゼルエンジンの燃料の予
熱装置の取付けや噴射ノズルの交換などの改造を行うと、ナタネ
油をそのまま軽油の替わりの燃料として使うことができます。東
北農業研究センターでは、水田転換畑で栽培したナタネの子実を
搾油・精製しただけのナタネ油でコンバインを動かしてナタネの
ほか、小麦や大豆、ソバなどの転換作物の収穫を行うと、化石燃
料の消費を減らせることを明らかにしました（写真）

《水田転作のナタネ栽培が増加する経過をモデル化》

この技術を用いて、例えばある自治体が「ナタネ栽培を増やし
て20年後には地場で生産したナタネ油の20％を燃料に使用して、
水田転換作物の栽培に消費されるエネルギーの20％を賄う」とい
うバイオマス利活用の目標を立てたとします。ナタネ栽培を増や
すには、休耕田や耕作放棄地を活用した転換作物の輪作栽培を増
やしながら、その中にナタネを入れていくことが必要です。そこ
で、目標の達成に向けては、どの作物をどれだけナタネに切り替
えるように仕向けるかの行政施策が必要となります。そのような
施策の計画設計を支援するため、ナタネおよび他の転換作物の栽

《ナタネ油でコンバインが動く》

培面積が時間とともに増減する経過を推計できるモデルを作成し
ました（図１）。このモデルでは栽培する作物毎の面積の変化（フ
ロー）の速度を、設計条件に沿うように図中の マークで示す調
整バルブで微調整することで、将来のエネルギー自給の目標が達
成される条件にたどり着くまでの各栽培面積の軌跡を求めます。
ナタネというマイナーな作物は当初は普及が遅いと予想される

ため、ナタネの栽培面積が成長曲線（Ｓ字）を描くようにフロー
を調整して推計した結果が図2です。岩手県のA町を想定したこの
事例では、ナタネ油によるエネルギー自給の目標達成までには、
ナタネの栽培面積は現在の16haからゆっくりと増加して行き、14
年後に大豆の面積を追い越し、20年後には小麦の面積に迫る約
200haに拡大するような軌跡をたどる必要があります。

《さまざまな条件を与えたシミュレーションが可能》

実は図２に示す推計結果は、①ナタネの栽培面積は小麦の栽培
面積を越えないこと、②20年後には休耕地がほぼ解消すること、
③耕作放棄地面積は途中、増減はするが20年後も現状より増えな
いこと、などの条件をも満たしています。今後はこのモデルを改
良して、未利用バイオマスである作物残さの量とその利用可能エ
ネルギーの軌跡を推計する予定です。

6
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図1／ナタネ栽培が増加する経過を推計するシミュレーションモデル
（Powersim Studio により作成したモデルの簡略表示）

転
換
作
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）

図2／ナタネおよび他の転換作物の栽培面積の軌跡
（岩手県Ａ町を想定した推計事例）

写真／ナタネ油（左）と、ナタネ油100％の燃料で動くコンバインで
ナタネを収穫している様子（右）



夏、青々と稲の育つ水田に足を突っ
込んで、土からボコッボコッと気泡が

上がるのを見たことはありませんか。その気泡の中にはメタ
ンガスという地球温暖化を進める温室効果ガスが含まれてい
ます。メタンガスは同じ量の二酸化炭素の20倍以上の影響力
を持ち、地球全体のメタンガスの12%が水田から出ていると
言われています。東北地方は稲作が盛んであり、およそ55万
haの水田で稲作が行われています。これら水田からのメタ
ン発生を抑えるために、様々な手法が研究されています。

《連作するとメタンが増える》

私達は連作年数の異
なる水田から発生する
メタンガスの量を測定
しました（写真）。その
結果、長く水田を連作
している圃場からは多
くのメタンが発生した
のに対して、近年に大
豆を作付けした後、水
田に戻した復元田から
のメタン発生量は低く
抑えられました（図１）。

《何故メタンの発生量が変わるのか》

水田から発生するメタンは、酸素のない土壌の中でメタン
生成菌（メタン菌）の活動によって作られます。メタン菌は

《メタンガスを知っていますか？》

メタンを生成する際に有機物などから供給される電子を必要
とします。しかし、水田土壌の中にはメタン菌以外にも電子
を受け取る物質が存在するため、その競合する物質が多い場
合には電子不足によってメタンの生成が抑制されることが考
えられます。そこで水田土壌に多く分布する鉄を還元するた
めに使われた電子量とメタン生成に使われた電子量をそれぞ
れ計算しました。鉄の還元はメタンの生成よりも電子を受け
取り易い反応です。復田してすぐの水田では有機物から出て
くる電子が少なくなり、また出てきた電子の多くが鉄の還元
に利用されるため、メタン生成が少なくなることが分かりま
した（図２）。

水田での稲作は土壌流亡などの可能性が低い、優れた土地
利用法です。この優れた農法の環境負荷をより抑え、持続性
を高める管理方法をこれからも探っていきたいと思います。
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生産環境研究領域

中嶋美幸
NAKAJIMA, Miyuki

田畑輪換で水田からの
メタン発生を抑制研究情報

写真／透明なチャンバーを使って水田
から出るガスを採取する

メ
タ
ン
発
生
量

図１／連作年数の異なる水田から発生するメタン
（あきたこまち栽培期間中の積算値）

電
子
の
移
動
量

図２／メタン生成と鉄還元、それぞれに利用された電子量
（あきたこまち栽培期間中の積算値）
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T O P I C S
平成23年度農研機構東北農業研究センター

産学官交流シンポジウム
育てよう！東北の
鉄コーティング水稲直播

●

東北農業研究センター産学官交流シンポジウム「育て
よう！東北の鉄コーティング水稲直播」が、12月12日に、
盛岡市のいわて県民情報交流センターで開催されました。
このシンポジウムは、東北地域でも増加している水稲の
鉄コーティング直播栽培について、全体像を把握して、
導入を検討している生産者等に技術的なポイントを理解
して頂くことを目的としました。最近、鉄コーティング
直播への関心は高まっており、生産者を中心に、農協、
行政、普及機関、企業など関係者約400名が参加しました。
鉄コーティング直播関係者６名からの話題提供では、水

管理の難しさや鳥害が問題で、普及については鉄コーティ
ング種子の供給体制の整備が必要であること、鉄コーティ
ング直播面積が増加している宮城県では、苗立ちが良いた
め穂数過剰となり倒伏が起こりやすいことなどが問題点と
して指摘されました。また、コーティング後乾燥させずに

T O P I C S
農研機構東北農業研究センター

シンポジウム
「津波被害農地の塩害対策技術」

●

平成23年12月１日（木）に仙台市民会館小ホールにおいて、
東日本大震災で発生した大規模な津波による被災農地の早期
復旧に向けて、「津波被害農地の塩害対策技術」をテーマと
した東北農研シンポジウムを東北農政局の後援で開催しまし
た。参加者は、宮城県を中心に東北地域各県のほか東京都、
茨城県、千葉県、神奈川県、福岡県、徳島県、熊本県などか
ら、民間（24％）、農協（19％）、公的研究機関（19％）及び
国・県の行政機関、大学、普及指導員で総計214名となり、
本テーマに対する関心の高さが伺われました。
シンポジウムでは、農研機構の研究者、大学の教授、NPO
法人役員が以下の講演を行いました。
１）宮城県の広域土壌調査の事例から大津波が農耕地土壌に
与えた影響について

２）除塩方法と土壌ＥＣ測定について
３）塩類の動態メカニズムについて
４）ヘドロ状態堆積物の硫化物による酸性化について

５）土壌中の重金属が農作物に与える影響とリスク低減技術
について

６）農作物の耐塩性について
７）1999年台風18号の高潮による塩害対策とその後の水田農
業について

８）岩手県沿岸部の被災農地でのモニタリング調査と除塩対
策について

９）宮城県における除塩作業について
10）福島県相馬市における除塩支援について
総合討論では、冒頭、東北農政局防災課長より国の立場か
らの除塩事業について話題提供がありました。また、講演者
をパネラーとして、今後の農地の復旧に向けた取り組みにつ
いて、参加者の活発な質疑や意見交換が行われました。

（企画管理部業務推進室運営チーム　及川博幸）

発芽状態の種子をまく密封式鉄コーティングは、コーティ
ングが簡単で出芽が早いが、発熱回避のために開封後２時
間以内に播種する必要があることが説明されました。さら
に、播種法については、産業用無人ヘリコプターは最大で
５ha/時間の高能率で播種できるが、倒伏が課題であること、
鉄コーティング専用の点播機は、生育状態が移植栽培に近
く、移植栽培並みの収量が得られることがそれぞれ説明さ
れました。当研究センターからは、直播栽培に向く「萌え
みのり」を使うと一般品種の移植栽培並みの収量が得られ、
生産費も低減できるという試験結果を報告しました。
総合討議では、苗立ちや除草、鳥害対策、倒伏対策な

どについてフロアの農家も交えて活発な意見交換が行わ
れました。今後の鉄コーティング直播栽培の普及拡大に
弾みが付くことが期待されます。

（水田作研究領域　白土宏之）

「
」
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T O P I C S
東北農研開発の立毛間播種技術と
コムギ品種「ゆきちから」を導入
した室岡営農組合が全国麦作共励
会の農林水産大臣賞を受賞

●

平成23年度の全国麦作共励会で、東北農研が開発した立毛
間播種技術と縞萎縮病抵抗性の多収小麦品種「ゆきちから」
を導入した岩手県矢巾町の室岡営農組合が農林水産大臣賞
（集団の部）を受賞しました。立毛間播種技術は、寒冷地に
おける高度な土地利用を図るための技術として昭和50年代か
ら東北農研が技術開発してきたもので、栽培されている前作
物の畝間に後作物を播種する技術です。この技術によって、
１年１作しか行えない寒冷地北部で、小麦－大豆の１年２作
を実現することができました。また、「ゆきちから」は、平
成21年度にもその収量と品質の高さで全国農業共同組合連合
会会長賞の受賞に貢献した品種で、平成22年度現在約
1,500haで作付けされています。
今回受賞した団体の小麦の収量は、全量１等で311kg／

10a（岩手県平均の176％）、10a当たり所得は52,976円（所得
率51.9％）、大豆についても216kg／10a（岩手県平均の210％）
を確保しています。麦単体で見ると、他地域に比べて収量が
ずば抜けて高いわけではありませんが、高度な土地利用、所
得の高さ、品質の良さが評価されました。　　
東北地域における集団の部での農林水産大臣賞の受賞は、

昭和50年以降３例目、個人の部を含めても平成７年以来久し
ぶりの受賞です。今回の受賞は、東北農研開発の技術と品種
で得られた成果であり、携わった関係者を慰労するとともに、
何よりも当所の技術を導入し結果を残された現地の生産者の
方々に敬意を表します。

（水田作研究領域　持田秀之）

小麦立毛間への大豆の播種作業（室岡営農組合）

米国では日本と同じように水稲と大豆の輪作が行われている地
域があり、大豆の生産性が20年程前と比べて飛躍的に向上してい
ます。その情報収集のため、平成23年８月27日～９月２日の７日
間、米国中南部のアーカンソー州及びミシシッピ州における大豆
栽培現地や米国農務省研究所などを視察しました。
米国中南部における大豆栽培は、1990年頃まで６月頃に播種さ

れ、７～８月の干ばつ害を恒常的に受けるため収量は160kg/10a
に留まっていました。しかし、現在は、畝間への水のかけ流し
（写真１）、センターピボットによる散水管理、あるいは、播種期
を２ヶ月程早めることによって干ばつ害を回避し、収量は
250kg／10a程度まで伸びていました。実際、栽培されていた大豆
品種は無培土でも倒れず、主茎が太く、莢が数多く着いており
（写真２）、栽培技術の向上と品種改良の組み合わせによる効果が
水田転換畑での増収を支えていると理解できました。
また、畑地で2010年に大豆単収の世界記録（1,080kg/10a）を達

成しているミズーリ州の生産者の大豆畑を見ることができまし
た。ここでは、鶏糞多施肥、数百品種を対象とした独自の品種選
定、徹底した病害虫防除、草高を抑えるための生育調節剤の使用、
高温障害回避のための散水など創意工夫を凝らした栽培が行われ
ており、生産者レベルの技術の高さを実感しました。
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島村　聡
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日本国内の水田転換畑では大豆収量の伸び悩みが依然として問
題になっていますが、気候風土は異なるものの、米国のように栽
培技術と品種改良を工夫する余地があるのではないかと考えさせ
られた視察になりました。

写真1／干ばつ対策の畝間潅水 写真2／莢付きの良いダイズ
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受入研究員

技術講習 岩手県農業研究センター
畜産研究所 畜産飼料作研究領域佐々木　直 23.11. 1～23.11.11

技術講習 岩手大学農学部 畜産飼料作研究領域金子真志保 23.11.14～23.11.30

技術講習 岩手大学農学部 畜産飼料作研究領域岡田　祐季 23.11.14～23.11.30

技術講習 岩手大学大学院農学研究科 畜産飼料作研究領域鎌田　丈弘 23.11.14～23.11.30

技術講習 弘前大学大学院農学
生命科学研究科 畜産飼料作研究領域木村　　中 23.12.21～23.12.22

《コーネルの町イサカ》

2010年10月から１年間、米国のコーネル大学に農研機構の在外
研究員として滞在しました。この大学はニューヨーク市から北西
へ約400キロ、イサカというのどかな田舎町にあります。緯度は
北海道と同じくらい、長い盛岡生活で寒さに慣れていたはずのこ
の身でも、真冬のワンランク上の寒さはこたえました。一方で、
夏は点在する美しい湖を眺めながらのドライブや迫力ある滝を擁
する州立公園でのトレッキングなど、自然を楽しむには事欠かな
い別荘地のような所でした。

《臆することなかれ》

滞在中は、小麦の穂発芽（注１）に関わるDNAマーカー（注２）
の開発を行いました。東北農研では、小麦と稲の共通部分を利用
して、稲の情報から小麦のDNAマーカーを効率よく作る方法を開
発してきました。この方法の有効性をコーネル大で行っている穂
発芽研究で実証することが今回の目的でした。着任当初は生活環
境の違いや実験室の不慣れもあって、思うように実験が進まず
悶々と過ごしていました。転機となったのは、滞在時期がちょう
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ど重なったインド人准教授との出会いでした。同じ立場というこ
ともあり、すぐに打ち解けて様々な話をするうちに、臆すること
なく自分のアイデアや要望を伝えることができるようになりまし
た。その後、多くの人の助けをかりながら、無事実験を終えるこ
とができました。

《広がる人の輪》

先に紹介したインド人准教授もそうですが、滞在中には思いが
けない出会いがありました。派遣先研究室と共同研究をしている
米国農務省の研究機関の研究員との出会いもそのひとつです。今
でもやり取りを続けており、担当課題の推進に生かすことができ
ています。このように予想外に人の輪が広がることも在外研究の
醍醐味と言えるでしょう。今回得られた知見や人脈は、今後の研
究生活においてかけがえのない宝となると思います。最後に、こ
のような貴重な機会を与えてくださった農研機構関係者の皆様に
厚くお礼申しあげます。

注１）穂発芽とは、収穫前の低温と長雨によって種子が穂についたまま発芽してしま
う現象です。穂発芽した小麦は品質が落ちることから、収穫期に雨の多い地域
では大きな問題になっています。穂発芽しにくい性質を持った品種の開発が求
められています。

注２）DNAマーカーとは、ある２つの品種を見分けることができるDNA上の目印の
ことです。これらは、目的の形質に関わる遺伝子を見つけ出したり、品種開発
における選抜にも役立ちます。
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